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心

心

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
が
町
の
財

政
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
納
め
ら
れ

た
税
金
や
国
・
県
支
出
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

「
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
」
に
基
づ
き
、
年
２
回

（
広
報
壬
生
６
月
・
1
2
月
号
）

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
1
4
年
度
上
半
期

（
平
成
1
4
年
４
月
１
日
か
ら
９

月
3
0
日
）
の
収
入
と
支
出
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入

科目と予算額
一 一 一 一

』

平成14年度上半期

畔の)財政
　　状瀦報告

収入済額59億6,055万7千円（収入率57.0％）

　　　　　10　　　　　　20　　　　　　30

(平成14年９月30日現在)

40

　　町　税　　゛　　　　　　　。　種市

47億1､201万4千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30億1､322万5千円

　　地方交付税

24億3､318万ｱ千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17億170万3千円

　町　　憤

　4億7,290万円

　国庫叉出金

　5億850万円

　県支出金

5億9,140万9千円

　繰　越　金

2億597万8千円

　　繰　入　金

1億8,500万8千円

　3億3,000万円

　　諸収　入

　1億9,148万1千円

　使用料及び手数料

　1億8,168万5千円

　　地方譲与税

　１億6,000万円

自動車取得税交付金

　　　1億円

　　財産収入

　　305万7千円

分担金及び負担金

　1億952万7千円

　1億6,055万1千円

ゴルフ場利用税交付金

　　4,400万円

　　利子割交付金

　　　5千万円

交通安全対策特別交付金

　　　800万円

　　寄　附　金

　　414万7千円

50億

○千円

１

万円

3億3,374万1千円

3,001万8千円

|11
億1,798万2千円

■

5,337万7千円

3,921万円

2,611万2千円

■

　4,991万9千円

1億6,055万1千円

1,796万9千円

I

2,744万7千円

430万2千円

298万9千円
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支出済額

㎜予算現額

㎜上半期収入･支出額

1億4，

2億8，

〇千円

　78万7千円

　　　0千円

817万1千円

7,714万円

門

6,891万円

　　諸支出金

　　　3千円

　　災害復旧費

　3,180万2千円

　　予　備　費

　1,939万4千円

　　労　働　費

　2,656万1千円

　　議　会　費

1億5,858万7千円

　　商　工　費

3億3,004万9千円

　農林水産業費

4億2,390万5千円

　　消　防　費

6億1,682万2千円

5億9,149万3千円

10億4,136万6千円

　　公債　費

10億7,312万8丁目

　　教　育　費

13億6,430万6千円

　　総　務　費

12億2,648万1千円

　　民　生　費
22億8,841万6千円

　　土　木　費
18億5,062万4千円

２

　　20

35億6,445万5千円

一声四回旦

　10

(執行率34.1％)

匹↓

科目と予算額

『
歳
出
の
主
な
内
容

　
（
活
用
の
さ
れ
方
）
に
つ
い
て
』

○
歳
出
予
算
の
内
容
に
は
、
そ
の
目
的

ご
と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し

ま
す
。

　
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特
に
関

係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
、

本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
や
全
般
的
な
管
理
事
務
、

企
画
調
整
事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に

要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
民
生
費

　
住
民
の
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定
し

た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な

経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
及
び

災
害
救
助
関
係
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
環
境
を
保

持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健
康
増
進
・

医
療
の
充
実
及
び
環
境
の
保
全
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種
支

援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
及
び
観
光
事
業
等
に
要
す
る
経
費



｜地方債現在高
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｜町税の内訳
予算現額 収入済額

町　民　税 18億2,299万1千円 8億5川3万1千円

固定資産税 22億8,124万4千円 17億7,352万2千円

軽自動車税 4,195万7千円 4,138万8千円

町たばこ税 2億3,010万円 １億1,754万7千円

特別土地保有税 818万2千円 812万6千円

都市計画税 3億2,754万円 ２億1,621万1千円

り

’こ.’

1人当り
75,645円

　日日
謳

１世帯当り
228,673円

公共下水道事業　　国民健康保険

21,500円　44,523円　1,039円　2,951円　204円　5,428円

64,994円　134,592円　3,141円　8,921円　617円　16,408円

(平成11年４月１日　人ロ39,834人　世帯数13,177世帯)

゛
1
1漂
万7千が自引ﾄﾞ‰r,昌万3千r=1(゛9)

(雷ヅド゛¨)

介護保険事業

聯⊇門ノ犬勺

老人保健事業

(言六尺プ大)

特別

東ﾚ4」

為、
ＺＸ

肖

計

社

農業集落排水事業

(雷昌賢二゛¨)

　奨学資金

　　水道事業

(囃御世東)
　　　収入予算額

　　　収入済額

　　　支出予算額

　　　支出済額

　---－･---
(:資本的収受入　--－－_＿･._ﾉ
　　　収入予算額

　　　収入済額

　　　支出予算額

　　　支出済額

5億7,396万2千円

　2億490万9千円

5億2,709万6千円

1億4,701万2千円

　２億6,268万円

　　　　　O千円

4億5,173万3千円

　7,115万6千円

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費

　
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費

　
小
中
学
校
教
育
の
実
施
・
充
実
、
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費

　
町
債
の
元
金
の
返
済
と
、
利
息
の
支

払
い
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

-

税の負担状況
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　　　　壬生町の将来のことを７

モ(旺

言霊]T市町村合併に関ずる宍アンケシート調査集計
　５町市町村合併研究会は、壬生町、上三川町、石橋町、南河内町、国分寺町で構成されており、

市町村合併についての調査・研究を目的とした組織です。

　平成14年７月に５町内の20歳以上町民３％を無作為に抽出した3､100名に対し、市町村合併に関

するアンケート調査を実施しました。今回は、その中の主な集計結果をお知らせします。

各町アンケーﾄ送付数・回収数・回収率

発送数(人) 回収数(人) 回収率(％)

壬　生　町 1,000 442 44.2

上三川町 700 306 43.7

石　橋　町 500 240 48.0

南河内町 500 231 46.2

国分寺町 400 212 53.0

合　　　計 3,100 1,431 46.2

あなたがお住まいの町の現状で、今後の行政課題に対応できると思いますか？

５町合計

　壬生町

上三川町

　石橋町

南河内町

国分寺町

O% 20% 40% 60% 80%

2.0

1.4

2.6

3.8

1.7

0.9

100%

匝十分対応できると思う

ロ概ね対応できると思う

ロ対応できるか心配

ロ対応できないと思う

ロ分からない

圖無回答

　各町とも「十分対応できる」「概ね対応できる」を「対応できるか心配」「対応できない」という

回答が上回りました。

４



５

５町合計

　壬生町

上三川町

　石橋町

南河内町

国分寺町

O%

あなたは、市町村合併に関心がありますか？

20%

　各町とも「非常に関心がある」

関する関心の高さが伺えます。

/10％ 60% 80% 100%

６

目非常に関心がある

ロ関心がある

ロあまり関心がない

ロ全く関心がない

日どちらとも言えない

‐無回答

と「関心がある」をあわせて過半数を超えており、市町村合併に

現在あなたが住んでいる町でも他の自治体との合併が必要だと思いますか？

５町合計

　壬生町

上三川町

　石橋町

南河内町

国分寺町

皿| 盾‐圖駆言ご回示］3tj誹ノブコニ川　13.3　15.7 ゛’フ　ダ2ぢ.6　＼

㎜11jり皿　　　　　　　ｊＺ?Ｓ　　　ｌ　　ｌｊ４　１ＳＩ　Ｉ　　　　　　ＺｇＺ

皿| 刄重祚∧　　　32.7 15.0 7訓白　　　31.7

麺勝唸り尽丿皿扁圖扁願薮二。ﾑ≒9、レ∂ａ．Ｕ　パ　‥‥‥‥‥‥1　1乙.1j　ﾄﾞ1.乙 26.3　1
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膳? 画題朧朧羅万福濃］
S φ ﾀ ふ ぢ ， φ ぢ 砂 白 砂 賢 砂 9 や 々 咤 ぶ λ
? ゝ ¥ ふ ぷ 気 砂 ヾ 曳 y i 収 s 9 白 9 4 を 9 S g ･ ･ 6
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ぢ ち φ ゝ 汐 μ 4 1 4 Z を 必 M ゝ 旁 ¥ 綿 ふ 4 4 1 ぷ ~ &

心 φ x s ¥ ち 知 s 必 φ 呼 応 9 大 知 知 S S や か ら μ W S
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O% 20% 40% 60% 80%

0.6

0.7

0.3

1.7

0.5

100%

圖積極的に合併する

　必要がある

□どちらかといえば

　合併する必要がある

□どちらかといえば

　合併するべきではない

□合併すべきではない

回どちらとも言えない、

　わからない

‐無回答

　５町全体では、合併に賛成と回答した人（積極的に合併、どちらかといえば合併）が、全体の半

数を超え、反対と回答した人を大きく上回りました。壬生町と上三川町は、半数を下回り、多少各

町の温度差があるようです。

あなたのお住まいの町が合併するとしたら、どのような組合せが望ましいと考えますか？

冒５町で合併

ロ宇都宮市を中心に合併

圖無回答

５町合計

　壬生町

上三川町

　石橋町

南河内町

国分寺町

ロ３町／２町で合併

ロ小山市を中心に合併

ロ５町内の他の組合せで合併

ロその他

Q
　
　
　
L
Q

０
　
　
　
０

4.5

　　　　　㈲　　　　　　20%　　　　　40%　　　　　60%　　　　　80%　　　　　珀O%

　5町全体では、５町合併を望む声が35.1％と最も多く、続いて宇都宮を中心に合併を望む声が

25.6％となりました。壬生町では、宇都宮を中心に合併を望む声が39.3％と最も多く、続いて５町

合併を望む声が30.1％、3町（壬生町、石橋町、上三川町）を望む声が24.3％となっており、各町

の個々の背景により組合せがかなり異なっています。
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桃
花
原
古
墳
が
あ
る
羽
生
田
地
区
に

は
、
「
桃
花
原
古
墳
」
・
「
長
塚
古
墳
」

を
は
じ
め
大
小
約
6
0
基
ほ
ど
の
古
墳
が

一
造
ら
れ
、
古
代
下
毛
野
国
を
代
表
す
る

一
一
大
古
墳
群
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
　
今
回
は
、
発
掘
調
査
が
進
行
中
の

一
「
桃
花
原
古
墳
」
に
つ
い
て
、
現
在
ま

一
・
で
に
確
認
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
紹
介
し

・
ま
す
。

○
桃
花
原
古
墳
の
概
略

　
桃
花
原
古
墳
は
、
出
土
し
た
土
器
の
年

代
な
ど
か
ら
、
古
墳
時
代
終
末
期
・
７
世

紀
前
半
に
造
ら
れ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
よ
っ
て
、
羽
生
田
地
区
に
埋
葬
さ
れ

た
最
後
の
権
力
者
の
お
墓
と
い
え
ま
す
。

　
墳
丘
は
三
股
に
造
ら
れ
た
円
墳
で
す
。

墳
丘
の
二
段
目
と
三
段
目
の
斜
面
は
、
人

間
の
頭
大
の
河
原
石
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
桃
花
原
古
墳
が
造
ら
れ
た
当
時
、

こ
の
古
墳
を
見
て
い
た
人
達
は
、
河
原
石

を
高
く
積
み
上
げ
た
姿
を
見
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
古
墳
は
、
墳
丘
の
直
径
が
約
6
3
ｍ
あ
り
、

墳
丘
の
周
り
に
は
幅
９
ｍ
・
深
さ
1
.
5
ｍ
ほ

ど
の
空
堀
が
巡
っ
て
い
ま
す
。
空
堀
の
底

か
ら
の
高
さ
は
約
７
ｍ
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
桃
花
原
古
墳
の
形
態
は
、
旧
壬
生
地
区

に
あ
る
「
車
塚
古
墳
」
と
ま
っ
た
く
同
じ

で
す
が
、
規
模
が
2
0
ｍ
ほ
ど
小
さ
い
古
墳

で
す
。

南側　上空より
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…
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墳丘測量図手前：墳丘第二段斜面

　奥：墳丘第三段斜面

墳丘確認状況（東より）

○
桃
花
原
古
墳
の
前
庭
部

　
桃
花
原
古
墳
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
、
「
前
庭
部
」
と
い
わ
れ
る
石

室
全
面
に
広
が
る
施
設
が
ほ
ぼ
完
全
な

形
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
　
「
前
庭
部
」
は
、
死
者
を
埋
葬
す
る

際
に
、
何
ら
か
の
儀
式
が
行
わ
れ
て
い

た
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
前
庭
部
」
は
、
墳
丘
の
南
側
を

「
コ
」
の
字
状
に
堀
り
込
み
、
全
面
を

河
原
石
で
覆
い
、
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

規
模
は
全
長
1
0
ｍ
、
幅
８
ｍ
ほ
ど
あ
り
、

中
央
に
墓
道
か
ら
つ
づ
く
通
路
と
東
西

両
側
に
一
段
高
い
平
坦
部
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　
　
「
前
庭
部
」
の
奥
壁
中
央
に
、
死
者

を
埋
葬
し
た
石
室
の
入
口
が
あ
り
ま
す
。
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たし現を姿
○
出
土
遺
物

　
ほ
と
ん
ど
の
遺
物
は
前
底
部
の
平
坦
面

か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
遺
物
は
馬
具
類
と
武
具
類
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
馬
具
類
の
多
く
は
鉄
の
表
面
に

金
や
銀
が
張
ら
れ
て
い
る
豪
華
な
副
葬
品

で
、
ま
さ
に
羽
生
田
地
区
最
後
の
権
力
者

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

　
土
器
類
は
須
恵
器
の
大
喪
の
破
片
が
多

く
出
土
し
て
い
ま
す
。
出
土
状
況
か
ら
、

墳
丘
の
平
坦
面
に
は
多
く
の
甕
が
置
か
れ

て
い
た
も
の
と
推
測
し
ま
す
。

[直刀]

　長さがｌｍをこえる鉄刀です。

鞘は腐ってしまい残っていませ

んでした。

[斧状鉄製品]

　長万形の鉄の板を挟み込んで

います。県内では２例めの珍し

い遺物です。権威を示す道具と

考えられます。

[鉄鏃]

　鉄製の矢の先です。前庭の平

坦面から100本以上の束で出土

しています。

○
「
は
に
し
の
里
」
古
墳
群

　
桃
花
原
古
墳
の
発
掘
調
査
は
、
県
内

で
初
め
て
前
底
部
の
施
設
が
完
全
な
状

態
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
成

果
で
し
た
。
ま
た
、
前
底
部
の
構
造
が

群
馬
や
他
の
地
域
の
も
の
と
異
な
り
、

「
ハ
」
の
字
状
に
広
が
る
通
路
を
も
つ

点
な
ど
、
従
来
の
前
底
部
に
下
毛
野
田

の
特
徴
が
加
わ
っ
た
独
特
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
羽
生
田
地
区
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
も
大
き
い
埴
輪
を
出
土
す
る

茶
臼
山
古
墳
や
富
士
山
古
墳
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
古
墳
に
眠
る
権
力
者
た
ち
を

上
毛
野
国
や
中
央
の
権
力
者
達
と
何
ら

か
の
関
係
の
あ
る
人
物
と
想
定
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
の
桃
花
原
古
墳
の
調

査
か
ら
も
、
こ
の
説
を
一
層
深
め
る
結

果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
第
９
回
特
別
展

よ
み
が
え
れ
古
代
の
″
は
に
わ
人
た
ち
″

　
安
塚
に
あ
る
ナ
ナ
シ
塚
古
墳
か
ら
は
、
全
身
を
表
現
し
た
盛
装
の
人
物
埴
輪
が
２
体
出
土
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
近
年
偶
然
に
も
そ
の
内
の
一
体
の
美
豆
良
（
髪
の
一
部
）
が
発
見
さ
れ
、
東
京
国
立

博
物
館
に
お
い
て
復
元
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
み
ぶ
の
古
墳
文
化
を
代
表
す
る
ナ
ナ
シ
塚
古
墳
出
土
の
人
物
は
に
わ
の
復
元
完
成
を

記
念
し
、
東
国
の
全
身
立
像
の
は
に
わ
を
集
め
、
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
胴
か
ら
下
を
表
現
し
な
い
は
に
わ
が
多
い
中
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
全
身
を
表
現
し
た
は
に
わ
を

古
墳
に
た
て
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
桃
花
原
古
墳
か
ら
出
土
し
ま
し
た
金
銅
張
り
の
馬
具
類
や
刀
、
鉄
鏃
、
土
器
も
合
わ
せ

て
展
示
い
た
し
ま
す
。

○
会
　
期
　
平
成
1
5
年
２
月
１
日
（
土
）
～
３
月
９
日
（
日
）
ま
で

○
記
念
講
演
会

　
・
講
　
師
　
東
京
国
立
博
物
館
古
墳
室
長
　
古
谷
　
毅
　
氏

　
・
テ
ー
マ
　
復
元
さ
れ
た
ナ
ナ
シ
塚
古
墳
出
土
の
「
盛
装
の
人
物
」

　
・
日
　
時
　
平
成
１
５
年
２
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
3
0
分
か
ら

　
・
場
　
所
　
壬
生
中
央
公
民
館
　
研
修
室

どのように※修復

　変わるか

原資料：東京国立博物館蔵

　　　　　　　　　　(修復前)
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（２）同じ世帯に外来と入院があったときは合算します。

　外来について個人ごとに計算したあとで、本人もしくは、同じ世帯で入院分の負担金が

あった場合は、それらを世帯で合算し、限度額を超えた場合に払戻しが受けられます。

(例) 同じ世帯のＢさんとＣさんの場合（１割負担の場合）

Ｂさん（外来）

Ｃさん（入院）

一か月にかかった医療機関の

窓口で支払った負担金の合計

　　　　　45,000円

　　Ｂさん（外来）

負担金の合計　10,000円

　　Ｃさん（入院）

負担金の合計　35,000円

一か月にかかった医療費の合計　10万円

窓口で支払った金額の合計　　10,000円（医療費の１害ﾘ）

一か月にかかった医療費の合計　35万円

窓口で支払った金額の合計　　35,000円（医療費の１割）

限度額を超えた金額

　　　4,800円

　限度額

(世帯合算)

40,200円

後日、高額医療費として

4,800円が払い戻されます。

(※)

四

最終的に世帯で負担する

金額です。

（※）払い戻される金額はＢさん、Ｃさんの負担額に応じて振

　　　り分けられます。

（注）計算例については「一般」該当者で計算していますので、「一定以上の所得者」、「ｲ氏所得者II・I」

　　については、それぞれの限度額を当てはめてください。

○低所得者Ⅱ・Ｉに該当すると、限度額が減額されます。

低所得者Ｈ：

低所得者Ｉ：

属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である方にあたります。

属する世帯の世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって、その世帯の所

得が一定基準以下の世帯に属する方にあたります。

　例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、約65万円以下

　　　夫婦二人世帯の場合（年金収入のみ）約130万円以下

※低所得者ｎ、Ｉに該当するためには、「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要とな

　ります。

　該当しそうな方は役場福祉課窓口で申請をしてください。

　申請をしない場合は資格があっても認定されず、限度額が減額されません。

[詳しい問い合わせ先] 壬生町民生部福祉課医療保険係　昔（８１）１８３２
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老/JMslで医療を倚ける‘ゐなさろ.へ

　平成14年10月以降に医療機関にかかり、それぞれの窓口で支払った一部負担金の１か月の

合計が限度額を超えた場合、払戻しが受けられます。

　限度額をこえた方については通知を出しますので、届いた方は役場福祉課で申請してくだ

さい。（通知・医療受給者証・健康保険証・預金通帳・印鑑を持参してください｡）

○一部負担金の限度額は以下のとおりです。

個人ごとの
外来限度額

目己負担限度躾
　(外来十入院)
　(世帯で合算)

一定以上の所得

のある人（２割）
40,200円

　72,300円

十１％（注１）

一般（１割） 12,000円 40,200円

低所得者
　(１割)

Ⅱ

8,000円

24,600円

Ｉ 15,000円

（注１）一定以上の所得のある方の自己負

　　担額は72､300円ですが、医療費が361､500

　　円を超えた場合、超えた分の１％を加

　　算します。

○一定以上の所得がある方でも、老人医療

　受給対象者並びにその方と同一の世帯に

　属する老人医療受給対象者及び70歳以上

　の方の世帯収入額が、637万円未満の場

　合、または単身世帯で450万円未満の方

　は届け出て認められれば、「一般」区分

　となり、負担割合が１害ﾘになります。

○低所得者Ｈ・Ｉに該当するためには、役

　場福祉課窓口で申請する必要があります。

○高額医療費の計算例は以下のとおりです。

（１）外来の場合は個人ごとに計算します。

(例)

　外来で１か月にかかった医療機関で支払った負担金１割（又は２割）の合計が、

を超えた場合には、払戻しが受けられます。世帯でほかに負担した金額があれば、

算します。

Ａさん（外来）（１割負担の場合）

１か月にかかった医療費の合計

窓口で支払った金額の合計

１か月にかかった
医療機関の窓口で

支払った負担金の
合計

　　15,000円

　15万円

15,000円（医療費の１害ﾘ）

限度額を超えた金額

　　　3,000円

」

限度額

世帯合

外来分の限度額

　12,000円

後日、高額医療費として3､000円

が払戻されます。

自己で負担する金額です。

９



で側う循まち，づ≪９

壬
生
町
で
は
地
籍
調
査
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
土
地
に
関
す
る
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、
地
籍
の
明

確
化
を
図
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
策
定
、
事
前

調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い

る
公
図
は
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
地
図
を
も
と
に
し
て
お
り
、
所
在

や
境
界
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
地
籍
調
査
に
よ
っ

て
不
動
産
登
記
の
制
度
が
高
ま
り
、
財
産
の
管
理
や
行
政
の
効
率
化
に

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
籍
調
査
」
と
は
…

　
人
に
戸
籍
が
あ
る
よ
う
に
、
土
地
に

も
戸
籍
、
つ
ま
り
地
番
、
地
目
、
面
積
、

所
有
者
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
地
籍
」
で

す
。

　
「
地
籍
調
査
」
と
は
、
土
地
の
地
籍
を

明
確
に
す
る
調
査
の
こ
と
で
す
。
具
体

的
に
は
、
一
筆
ご
と
の
上
地
に
つ
い
て
、

現
地
で
土
地
の
境
界
を
確
認
し
、
正
確

な
測
量
を
行
い
、
地
図
（
地
籍
図
）
と

記
録
（
地
籍
簿
）
を
作
成
す
る
も
の
で

す
。

ど
う
し
て
地
籍
調
査
が
必
要
な
の
？

　
上
地
に
開
す
る
記
録
と
し
て
は
、
登

記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
「
公
図
」

や
「
登
記
簿
」
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
、
明
治
時
代

の
は
じ
め
の
地
祖
改
正
時
に
作
成
さ
れ

た
地
図
が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当

時
の
測
量
技
術
や
そ
の
後
の
土
地
の
異

動
な
ど
に
よ
り
現
況
と
合
わ
な
い
た
め

に
、
土
地
取
引
や
公
共
事
業
に
支
障
を

き
た
す
だ
け
で
な
く
、
境
界
紛
争
の
起

こ
る
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
土
地
の
有
効
活
用
や
保
全

の
た
め
に
は
、
土
地
に
関
す
る
実
態
を

正
確
に
把
握
す
る
「
地
籍
調
査
」
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
籍
調
査
は
な
ん
の
役
に

　
　
　
　
　
　
立
つ
の
で
し
ょ
う
か
？

　
皆
さ
ん
の
財
産
（
土
地
）
が
正
確
に

　
記
録
さ
れ
保
存
さ
れ
ま
す
。

　
一
筆
ご
と
の
土
地
が
経
緯
度
と
結
び

　
つ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
災
官
等
で

　
現
地
が
変
化
し
て
も
土
地
の
境
界
を

　
再
現
で
き
ま
す
。

　
正
確
な
地
籍
図
が
作
成
さ
れ
る
た
め
、

　
土
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

　
防
げ
ま
す
。

　
公
共
事
業
に
要
す
る
時
間
と
労
力
を

　
節
約
で
き
ま
す
。

　
正
確
な
課
税
が
な
さ
れ
ま
す
。

　　　　地籍調査って０１　　　　いったいなんだろう地籍調査はなんの役に立つのだろう０２

地籍調査とは、国土調査

法に基づき、一筆ごとの

土地について①その所有

者②地番③地目④境界⑤

面積について⑥測量を行

い、「地籍図と地籍簿」

を作成する調査をいいま

す。

皆さんの財産（土地）が正確に記録

され保存されます。

災害で現地が変化しても、土地の境

界を再現できます。

土地に関するトラブルを未然に防げ

ます。

公共事業が計画的に進みます。

正確な課税がなされます。

調査は字、集落、地域単位で進めます。

権利の変動をともないません。

町と地元選出の「地籍調査推進協力員」を

中心に進めます。

０３　地籍調査はどこでするのだろう

事業主体は壬生町です。

個人負担はありません。

(国・県・町で負担します｡)

皆さんには境界の確認と境界杭

の設置をお願いします。
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　一筆ごとの土地につい

て、公図等の資料により

調査をした後、関係者立

ち会いのもとに、所有者、

地番、地目、境界の調査

を実施します。

　
壬
生
町
で
は
平
成
1
4
年
度
か
ら
国
土

調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
す
る
た
め
、
「
地
籍
調
査
係
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
地
籍
調
査
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
務
課
地
籍
調
査
係

　
　
　
昔
０
２
８
２
－
8
1
－
↓
８
８
１

11

地籍調査の流れ

　事業計画の策定、

関係機関との連絡調

整、住民への説明会

などを行い、地籍調

査を始める体制を作

ります。

　図根点を設置し、

段階を踏んで測量を

行い、各筆ごとの面

積を測定します。こ

れにより各筆の位置

が地球上の座標値で

表示されることとな

ります。

　調査成果を都市計画、

農林政策、税務など土地

に関係する行政分野で活

用します。

　近年は、コンピュータ

による管理や利活用が進

められています。

地籍調査が実施された土地の境界には、

　このような表示杭が設置されます。

　地籍簿と地籍図の写し

を登記所に送付します。

これにより、登記所にお

いて土地登記簿が書き改

められるとともに、不動

産登記法第17条の地図が

備え付けられます。

地
籍
調
査
の
費
用
は
？

　
地
籍
調
査
は
町
が
行
い
、
測
量
等
の

費
用
は
、
国
、
県
、
町
で
分
担
し
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
境
界
の

確
認
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

□浬洞

成果の利活用

登記所送付



低所得I・IIの方は、入院の際には「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要となり

ますので、役場保健課国民健康保険係に申請してください。

注１　－定以上所得者とは…以下の①～②に該当する方のうち、一人でも判定基準所得

　　　（課税所得124万円）以上の方がいる世帯に属する70歳以上の被保険者にあたりま

す
①
②
70歳以上の被保険者

同一世帯の老人医療受給対象者（国保被保険者に限る｡）

　ただし、上記の基準に該当する場合であっても、保険者に対し、当該被保険者並

びにその方と同一の世帯に属する70歳以上の被保険者及び老人医療受給対象者の収

入の額が637万円（世帯内に他の70歳以上の披保険者又は老人医療受給対象者がい

ない場合には450万円）に満たない旨を届け出た場合には、１割負担になります。

注２　世帯主及び世帯員全員が住民税非課税である方にあたります。

注３　世帯主及び世帯員全員が住民税非課税であって、その世帯の所得が一定基準以下

　　　の世帯に属する方にあたります。

　　例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、65万円以下

　　　　夫婦二人世帯の場合（年金収入のみでそれぞれ65万円以下）は、130万円以下

ﾉ|万………万入院中の食事代(入院時食事療養費の支給)

　入院したときの食事代は、一部負担金とは

別に、１日分として定められた額を日数分支

払います。

入院時食事代の標準負担額
　　　(１日当たり)

一定所得者、一般 780円

低
所
得
者
Ⅱ

90日までの入院 650円

　　90日を超える入院

(過去12か月の入院日数)
500円

低所得者Ｉ 300円

低所得I・IIの方は「限度額適用・標準

負担額減額認定証」が必要となりますの

で役場保健課国民健康保険係に申請して

ください。

度の対象年齢がフ○歳未満から75歳未満に

　老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせて退職者医療制度の対象年齢も

ｱO歳未満から75歳未満になります。　５年間で段階的に引き上げられます。

　70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は、１割（一定以上所得者は２割）となりま

す。

○

○

「健康に関する講演会」の開催のお知らせ
　　　　　　　期　日　　平成15年２月７日（金）

　　　　　　　場　所　　壬生町保健福祉センター

　　　　　　　講　師　　小川　　宏先生

詳細については、１月下旬ごろにパンフレットを配布いたします。

○

○

12



鴨 保ちりﾉ
平成14年10月１日から国民健康保険のここが変わりました

rl75歳になるまで国保で医療を受けます（自己負担は1割に）

　国保に加入している方で、昭和７年10月１日以降に生まれた方は、75歳になるま

では国保の医療を受けることになります。ただし、70歳以上になると窓ロでの自己

負担は１割（一定以上所得者は２割）になります。

※昭和７年９月30日以前に生まれた方は、引き続き老人保健で医療を受けます。

囚3歳未満の乳幼児の自己負担が2割になりました

　これまで70歳未満の方がお医者さんにかかったときの自己負担は３割でしたが、

少子化対策の観点から３歳未満の乳幼児の自己負担は２割になります。

千千i平威14年9月３０日まで

一　般

(○歳以上ﾌ○歳未満)

９

　■■■■㎜■■㎜■■㎜■■㎜ - ･ ･ - ･ ･ - ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■■㎜■㎜■㎜■㎜■㎜■　 ･ ･ - … … … - … … … - … …
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1 ピ 凛 ･ 3歳未満の乳幼児

3歳以上70歳未満

ﾌo歳以上(認温昌)

四律
畿皿診

馥口]３
♂八　八　心 - i ･ 心 一 八 〃 心 八 ふ ふ ふ 心 一 心

己負担限度額が変わりました

ジ
、
’
μ
司
だ
／
た
り
Ｅ
流
伝
剥
侭
ｇ
少
々
ｌ
訟
防
飛
騨
躬
冒
こ
尹

　同じ人が同じ月内に同一の医療機関に支払った自己負担が限度額を超えたときは、役場保健課国

民健康保険係に申請すると超えた分か高額療養費として支給されます。その自己負担限度額について

低所得の人は据え置いて、一般や上位所得者は見直されます。また、70歳以上の方の負担を軽くする

ため、あらたに自己負担限度額が設定されます。

　自己負担限度額（月額）

問
目
Ｍ
Ｕ

上位所得者※1
　　　　　　　　医療費が609,000円を超
百足馴昌P尚尚ﾆ9肖

Ｔ一般
　　　　　　　医療費が318,000円を起席?回十;14雲台は超えた分の1％

住民税非課税世帯
35,400円

(24,600円)

す
し

※１上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除

　　後の総所得金額等が670万円を超える世帯にあたります。

※２（　）内は過去12か月以内に４回以上高額医療費の支給があった

　　場合の、４回目以降の限度額です。

13

－
7
0
1
ｔ
ｔ
ｙ
三
白
匹
尚
尚
螢
言
言

上位所得者
１３９８００円　医療費が699･OOO円を超

(フフ,ｼﾞoo円ﾄﾞ靉芸'4ヽ゛゛=91

…

…………]………]……

‥　＝づ般

　　　　○○　　　　医療費が361,500円を超

(
俎｡｡;

)ﾍﾞ洽は、超えた分の1

低所得者
35,400円

(24,600円)

自Fｺ色1日限度寵

外来(個人ごと) 外来十入院（世帯ごと）

一定以上所得者注1 ４０,２００円

　　　　　　　　医療費が361,500円

(

器品り艶潔げ

一　般 １２,０００円 ４０．２００円

｜ 低所得者ｎ注2
8,000円

２４,６００円

低所得者Ｉ注3 15,000円

※注１、注２、注３については前頁参照



減
り
ま
す
。

　
男
性
も
4
0
歳
以
降
に
徐
々
に
減
っ
て
い
き
ま
す
。

　
年
を
と
る
と
骨
量
が
減
っ
て
骨
の
内
部
が
ス
カ
ス
カ
（
骨
組
し
よ

う
症
）
で
、
ち
ょ
っ
と
転
ん
だ
だ
け
で
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

年
を
と
っ
て
か
ら
の
骨
折
は
、
寝
た
き
り
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

ぼ
け
る
原
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
に
は
、
食
生
活
や
運
動
な
ど
普
段
の
生
活
習
慣
が

大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

左
の
表
で
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
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70歳6050403020
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Ｂ
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　=香が弱くなってし

　yまわないかJal

　:です,生涵をしっ

かりと見直しまし

　ょう，

‐
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骨

丿

霜症に

　なりやすい生活と

……tlえます,生話を

ｿﾞ見直し,骨の状ｌ

を確かめる欄勁S=

あれば検診を受け

てみた方がいいで

しょう，

Ｈ

健
康
だ
よ
り
四

　
第
1
6
団
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
が
小
春
日
和
の
Ｈ
月
３
日
の
日
曜
日
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
し
た
。

　
屋
内
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
目
安
に
な
る
骨
伝
導
音
検
査
、
体

脂
肪
測
定
、
体
力
測
定
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
、
唾
液
で
わ
か
る
口
腔
内
チ
ェ
ッ
ク
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ

ん
に
よ
る
試
食
、
ダ
ン
ベ
ル
皿
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ
体
操
な
ど
の
健
康
コ
ー

ナ
ー
や
、
介
護
用
品
・
福
祉
機
器
の
展
示
、
高
齢
者
の
疑
似
体
験
、

介
護
保
険
相
談
な
ど
の
福
祉
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
屋

外
で
は
、
車
イ
ス
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
盲
導
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
、
点
字
で
し
お
り
を
作
っ
た
り
、
わ
た
あ
め
や
手
作
り
小
物
の
模

擬
店
、
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
お
も
ち
や
博
物
館
ま
で
の

健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
行
わ
れ
、
内
外
と
も
に
健
康
と
福
祉
に
関
心
を
も

つ
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ま
つ
り
に
行
い
ま
し
た
コ
ー
ナ
ー
の
一
端
か
ら
骨
粗
し
ょ

う
症
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
骨
伝
導
音
検
査

　
骨
量
を
調
べ
る
ひ
と
つ
の
方
法
で
、
腕
を
装
置
の
上
に
載
せ
て
苦

痛
も
な
く
短
時
間
で
で
き
る
検
査
で
、
1
3
歳
か
ら
8
4
歳
の
男
女
１
８

３
人
の
方
が
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

　
異
常
の
な
か
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
年
齢
の
わ
り
に
骨
量

が
少
な
く
、
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
指
導
を
受
け
た
方
も
い
ま
し

た
。
　
骨
量
は
、
下
記
表
の
よ
う
に
、
1
0
歳
代
後
半
か
ら
2
0
歳
代
で
最
大

と
な
り
、
そ
の
ま
ま
閉
経
期
ま
で
ほ
ぼ
保
た
れ
ま
す
が
、
閉
経
す
る

と
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
）
が
減
少
し
骨
量
が
急
激
に



骨
密
度
を
ア
ッ
プ
し
て
骨
を
丈
夫
に
す
る

　
　
　
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
十

　
　
　
　
　
　
散
歩
で
寝
た
き
り
予
防

　
食
事
の
ほ
か
に
大
切
な
の
は
運
動
で
す
。
運
動
不
足
の
宇
宙
飛
行

士
の
骨
量
が
減
っ
た
の
は
大
変
有
名
な
話
で
す
。

　
た
ま
に
特
別
な
運
動
を
行
う
よ
り
3
0
分
程
度
の
散
歩
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
の
体
操
を
続
け
る
だ
け
で
、
骨
量
の
維
持
、
増
加
が
図
れ
る

と
い
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
会
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
ダ
ン
ベ
ル
体
操
皿
玄
米
ニ
ギ
ニ
ギ

体
操
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

予
防
が
一
番
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
今
年
も
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
す
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
力
が
非
常
に
強
く
恐
い
感
染
症
で

す
。

　
か
ぜ
は
、
対
処
療
法
で
活
り
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
起
こ
り
、
3
9
席
以
上
の
発
熱
、

頭
痛
、
関
節
痛
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が
強
く
、
気
管
支
炎
、

肺
炎
な
ど
を
併
発
し
重
傷
化
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
原
因
は
、
空
気
感
染
で
咳
や
く
し
や
み
に
よ
り
、
飛
び
散
っ
た

ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
感
染
を
お
こ
し
ま
す
。

　
予
防
す
る
に
は

　
１
　
う
が
い
、
手
洗
い
を
十
分
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
２
　
偏
食
を
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　
３
　
室
温
は
1
8
～
2
0
席
、
湿
度
は
5
0
～
7
0
％
を
保
ち
、
時
々
換

　
　
　
気
を
し
て
き
れ
い
な
空
気
を
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

　
４
　
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

心 ･

ヽ一
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ダンベル体操をはじめよう!

押し上げ運動～二の腕のたaをとs～

(1)足を肩幅の広さに開く･ヅダンベルを鵬の高さまtl持ち上げる。

(l)左右の腕を頭上まで交互に押し上げる。顔は正面を向くこと。

１　亀

片手引き上げ運動

～腕と層を鍛える～

(D手の甲を外側に向けるようにして、

　片手にダンベルを持つ。足は肩帽

　よりすこし広めに開く。首と背筋

　を伸ばして腰を入れつつ上体を前

　に傾ける。膝は軽く曲げる。

②一方の手ぱ馥の上に乗せ、上体を

　支える。手首を動かさないように|　

して、ダンベルを胸､j)近くまで引

、き上げて下ろす。｡鼻

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
免
疫
機
能
」
に
障
害
を
有
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す

る
方
（
電
話
申
し
込
み
）

（
接
種
場
所
）
　
町
内
医
療
機
関
2
1
箇
所

（
接
種
料
金
）
　
自
己
負
担
額
２
。
０
０
０
円

（
接
種
時
期
）
　
　
１
月
3
1
日
ま
で

詳
し
く
は
、
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
昔
８
２
－
３
５
８
８

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
予
防
接
種
を
す
る
こ
と
に
よ
り
免
疫
が
で
き
ま
す
。
接
種
を
受
け

て
い
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
ず
に
す
む
か
、
か
か
っ
て

も
症
状
が
軽
く
て
す
む
と
い
う
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
免

疫
が
で
き
る
の
に
期
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
1
2
月
ま
で
に
受
け
る

こ
と
を
お
勤
め
し
ま
す
。

　
（
対
象
の
方
）

　
6
5
歳
以
上
の
方
（
接
種
当
日
6
5
歳
に
な
っ
て
い
る
方
）
、
ま
た
は

6
0
～
6
4
歳
の
方
で
「
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
」
ま
た
は
、



１６

　
健
康
と
福
祉
を
考
え
る
「
第
1
6
回
健

康
ふ
く
し
ま
つ
り
」
が
Ｈ
月
３
日
、
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
朝
早
く
か
ら
家
族
連
れ
が

訪
れ
「
健
康
と
福
祉
」
に
関
す
る
催
し

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
第
2
0
回
総
合
産
業
ま
つ

り
と
重
な
り
、
約
１
万
人
の
人
出
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
室
内
の
催
し
で
は
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
骨
伝
導
音
測
定
、
体
力

測
定
が
人
気
が
あ
り
、
ま
た
、
介
護
用

品
や
福
祉
機
器
展
示
な
ど
も
人
だ
か
り

が
で
き
、
健
康
や
福
祉
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

番
煮
（
Ｌ
″
）
ま
雁
紛

　
式
典
で
は
、
保
健
事
業
・
福
祉
功
労

者
や
３
歳
児
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
、
国
保
の
医
療
を
受
け
る
こ
と

な
く
健
康
に
過
ご
さ
れ
た
健
康
優
良
家

庭
、
社
会
福
祉
向
上
の
た
め
高
額
の
寄

付
を
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
屋
外
で
は
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
よ
る
模
擬
店
や
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
で
終
始
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

心Ｗにー．
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健康ふくしまつり受賞者（敬称略）

町
長
表
彰

保
健
事
業
功
労
者
表
彰

予
防
接
種
部
門

田
遁
　
久
雄

健
診
部
門

（
嘱
託
医
師
）

本
島
博
久
　
　
（
嘱
託
歯
科
医
師
）

母
子
保
健
衛
生
部
門

牛
久
　
基
子
　
（
母
子
保
健
推
進
員
）

廃
棄
物
部
門

緑
町
二
丁
目
自
治
会

｛
　
福
祉
功
労
者
表
彰

　
‐
‐
‐
‐
‐
　
　
　
－
　
　
　
―
－
・
‐
‐
‐
‐
…
…
…

　
援
護
功
労
者

＼

､___.

jl

星
野
　
芳
子
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
）

加
藤
　
洋
子
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
）

斉
藤
　
好
紅

涙
逼
美
佐
子

金
子
荒
井
石
島
中
川

好
枝

（
施
設
職
員
）

（
施
設
職
員
）

（
施
設
職
員
）

ミ
ヤ
（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

ヨ
シ
照
代

山
内
　
ミ
ツ

（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

（
身
体
障
害
者
福
祉
会
）

　
　
　
（
ひ
ま
わ
り
会
）

ご
歳
児
よ
い
歯
宕
ン
゛
－
ル
及
町
ノ

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
｀
・

　
３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

分
最
優
秀

　
望
月
　
悠
華
　
　
　
　
（
下
台
団
地
）

毎
優
　
秀

　
小
倉
　
美
紀
　
　
　
　
云
ヱ
宝
町
南
）

神優

良
j
aﾗk

篠
崎

祐
馬

（
六
美
町
北
部
）

　
呈
宝
町
南
）

青
木
　
太
陽
　
　
（
県
営
壬
生
住
宅
）

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

最
優
秀

菊
地
亜
希
子
・
真
由
　
　
　
（
上
田
）

優
　
秀

長
　
宵
六
由
美
・
純
平
（
六
美
町
北
部
）

国
民
健
康
保
険

健
康
優
良
家
庭
褒
賞

５
年
褒
賞

森
　
ツ
ヤ
子

鈴
木
　
政
信

粒林

良

秀
男薫

％

　

－

－

－

－

　

　

　

　

　

　

　

／　
（
い
ず
み
）

（
安
塚
中
央
）

　
（
安
塚
三
）

　
（
安
塚
且

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

高
額
寄
付
者
表
彰

?|

／

｜

　Ｘ

１
５
万
円
以
上
の
寄
付
者

飯
塚
　
政
男
　
　
　
　
　
　
（
上
田
）

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
キ
リ
ス
ト
教
会

羽
生
田
西
部
親
睦
会

伏
木
美
佐
恵
　
　
　
　
　
　
（
栃
木
世

第
2
8
回
狽
医
祭
実
行
委
員
会

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
５
万
円
相
当
以
上
の
物
品
寄
付
者

壬
生
中
学
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
委
員
会

16



私
の
自
慢
料
理
⑨

　
　
　
　
上
稲
葉
　
嘉
陽
会
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　･ 一＿　●　-J刀｀んびよう

ノタメルノ

　゜こ弧¬

　○へ　　　　　　　ｊ

， ･ ･ ４ ． ｀ ｔ ･ ･ 。 ． ｊ

ぶ以丿四心。如４Ｊ｡Ｗ４刄･幻、

材
料
（
４
人
分
）

　
千
ぴ
ょ
う
（
も
ど
し
た
も
の
）
1
0
0
ｇ
、

長
ネ
ギ
8
0
ｇ
、
人
参
5
0
ｇ
、
き
く
ら
げ

５
ｇ
、

豚
バ
ラ
肉
8
0
ｇ
、
し
ょ
う
浦
人

さ
じ
１
、
化
学
調
味
料
、
オ
イ
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
、
ご
ま
油
、
サ
ラ
ダ
油

作
り
方

①
き
く
ら
げ
を
水
で
も
ど
し
て
、
石
突

　
き
を
と
る
。

②
も
ど
し
た
干
ぴ
ょ
う
を
３
～
４
分
節

　
で
て
、
水
気
を
と
る
。

③
人
参
は
千
切
り
、
長
ネ
ギ
は
は
す
切

　
り
、
豚
バ
ラ
肉
は
Ｉ
ロ
大
に
切
る
。

①
サ
ラ
ダ
油
で
豚
肉
、
人
参
、
長
ネ
ギ
、

　
干
ぴ
ょ
う
、
き
く
ら
げ
を
炒
め
る
。

⑤
化
学
調
味
料
、
し
よ
う
油
、
ご
ま
油
、

　
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
で
味
を
整
え
る

※
ご
ま
油
、
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
を
使

わ
な
け
れ
ば
さ
っ
ぱ
り
味
、
多
く
使
え

ば
こ
っ
て
り
味
に
な
る
。
調
理
時
間
3
0

分
。

らしの
ンポイント

暮
ワ

　
普
段
は
洋
服
で
も
、

お
正
月
や
成
人
式
な
ど
、

「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
時

に
着
物
を
着
る
人
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ

せ
、
楽
し
く
着
物
を
着

こ
な
し
ま
し
ょ
う
。

パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
用
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
式
服
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
着
つ
け
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
は
き
ち
ん
と
決
ま
り
に
従
い
ま

し
よ
う
。

　
訪
問
着
は
、
留
め
袖
に
次
い
で
フ
ォ
ー

マ
ル
な
着
物
で
す
。
お
茶
会
や
パ
上
天
ィ
ー

な
ど
、
様
々
な
場
所
で
用
い
ら
れ
、
デ

ザ
イ
ン
も
豊
富
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

行
き
先
や
目
的
に
合
わ
せ
た
選
び
方
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ホ
テ
ル
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
洋
風
の
場
所
で
は
モ

ダ
ン
な
も
の
も
Ｏ
Ｋ
で
す
が
、
茶
室
や

日
本
庭
園
な
ど
に
は
和
風
で
落
ち
つ
い

た
感
じ
の
も
の
を
。
も
ち
ろ
ん
、
季
節

に
合
っ
た
柄
を
選
ぶ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

、場所､目的に合わせて

　
紬
や
小
紋
は
観
劇
や
買
い

物
な
ど
、
街
着
と
し
て
最
も

着
る
機
会
の
多
い
着
物
で
す
。

紬
は
長
く
着
ら
れ
る
も
の
を

念
頭
に
お
き
、
飽
き
の
こ
な

い
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を
選
び

ま
し
よ
う
。
小
紋
は
ワ
ン
ピ
ー

ス
感
覚
で
、
好
み
に
合
っ
た

お
し
ゃ
れ
な
も
の
を
。

　
男
性
の
着
物
は
、
紬
や
お

召
し
が
一
般
的
で
、
日
常
着

で
も
外
出
時
や
来
客
時
に
は
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r結合型地域スポーツクラブ』つて

　　　　聞いたことがありますか？

　　　　　　　　…………==………'‘゛‘'べ｡
!IS

11 ‘QこTTﾐT｀…………=:ぐじ）家族みんなでスポーツ

-　ｙ十｀盲:巡回ぷ
とT

　
現
代
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対
し
て
は
、

①
種
目
の
多
様
性

②
世
代
、
年
齢
の
多
様
性

③
技
術
レ
ベ
ル
の
多
様
性

と
い
っ
た
内
容
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

○気軽にスポーツを楽し

　いいな……。

○スポーツをしたいけど、

　いっしよにできる仲間がほし

　いな…。

○いろいろな種目をやってみた

　いけど……。

　どこかいい場所は……。　。ﾌ

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

こ
う
し
た
二
Ｉ
ズ
ヘ
の
多
様
性
を
持
ち
、

会
員
で
あ
る
地
域
住
民
∵
今
人
が
拠

点
と
な
る
施
設
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行

う
、
地
域
に
聞
か
れ
た
ク
ラ
ブ
で
す
。

そ
し
て
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
対

す
る
思
い
や
希
望
の
実
現
を
目
指
す
ク

ラ
ブ
で
す
。
身
近
に
自
由
に
使
え
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
あ
り
、
会
員
で
あ
る

「
地
域
」
の
皆
さ
ん
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
誰
と
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」

そ
れ
ぞ
れ
の
一
丁
ズ
に
応
じ
て
質
の
高

い
指
導
の
も
と
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
行

え
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
特
徴

①
単
一
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
だ
け
で
な
く
、

　
複
数
の
種
目
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

②
地
域
の
誰
も
が
、
年
齢
、
興
味
・
関

　
心
、
体
力
、
技
術
・
技
能
レ
ベ
ル
等

　
に
応
じ
、
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
。

○
子
供
・
障
害
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

○
初
心
者
か
ら
上
級
競
技
者
ま
で

○
娯
楽
志
向
か
ら
競
技
志
向
の
人
ま
で

③
活
動
拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に

　
よ
り
、
定
期
的
・
継
続
的
な
ス
ポ
ー

　
ツ
活
動
を
行
う
場
所
が
あ
る
。

④
個
々
の
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

　
質
の
高
い
指
導
を
提
供
す
る
。

⑥
ス
ポ
ー
ツ
活
動
だ
け
で
な
く
、
文
化

　
的
、
地
域
的
活
動
の
拠
点
と
し
て
も

　
機
能
し
て
い
る
。

言言のｽ午ﾌﾞｸﾗﾌﾟｸ＼､、

●･..ﾆｰ二二皿二‾'・…………

協力連携

参･

力
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ク
ラ
ブ
の
育
成

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
主

役
は
「
地
域
」
の
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
誰
も
が
自
分
の
し
た
い
ス
ポ
ー
ツ
を

自
由
に
選
択
で
き
る
と
と
も
に
、
各
種

行
事
な
ど
に
楽
し
み
な
が
ら
参
加
で
き

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
住
民
の
「
公
益
」

に
根
ざ
し
な
が
ら
、
各
地
域
の
特
性
を

ｙ

-

生
か
し
つ
つ
発
展
さ
せ
て
い
く
意
識
を

有
す
る
非
営
利
的
組
織
が
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
　
※

　
ク
ラ
ブ
育
成
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、

以
下
の
三
つ
が
基
本
姿
勢
と
な
り
ま
す
。

①
「
住
民
」
に
よ
る
自
主
的
な
運
営

②
自
主
財
源
を
主
と
す
る
運
営

豊かなスポーツライフ

ツ環境

③
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
公
共
理
念
の
共
有

　
広
域
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

一
朝
一
タ
で
設
立
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
設
立
の
き
っ
か
け
や
経
験
、

組
織
の
構
成
・
運
営
方
法
は
、
各
地
域

に
よ
り
様
々
に
異
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

地
方
自
治
体
・
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
よ

る
指
導
・
育
成
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
「
住
民
」
意
識
の
改

革
や
、
既
存
ス
ポ
ー
ツ
基
盤
の
整
備
・

支
援
、
ク
ラ
ブ
参
加
活
動
の
目
標
推
進

な
ど
に
よ
っ
て
も
設
立
・
育
成
が
可
能

で
す
。

背
景
　
今
の
日
本
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
社

会
の
進
展
、
地
域
社
会
の
機
能
低
下
等

か
ら
、
新
し
い
形
態
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境

整
備
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、

ク
ラ
ブ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が

ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る

と
同
時
に
つ
く
り
手
と
な
り
、
地
域
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
・
育
成

を
展
開
す
る
祖
織
で
す
。

　
文
部
科
学
省
の
指
導
の
も
と
、
平
成

2
2
年
度
ま
で
に
全
国
の
各
市
町
村
に
一

つ
以
上
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
設
立
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

一

　１一
壬
生
町
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
づ
く
り
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

㎜

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
昔
8
2
－
２
３

｜

学校自治会住民代表

スポーツ少年団

体育指導委員

PTA･‥等

地域体育協会勁

　　　昌男

　　　　　岬ＷＩ

行政･匈脊

」

１４す

ｉ　５　°

－一一
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電
線
類
の
地
中
化
で
街
並
み
が
二
新

蘭
学
通
り
（
壬
生
大
通
り
）

●
歩
道
の
拡
幅

●
歩
道
と

　
　
車
道
の

　
段
差
も
解
消

　
平
成
1
2
年
度
か
ら
、
県
で
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
、
壬
生
大
通
り
・
足
利

銀
行
壬
生
支
店
～
国
道
３
５
２
号
の
間

で
、
電
線
類
の
地
中
化
か
進
め
ら
れ
て

お
り
、
一
部
残
っ
て
い
る
電
柱
が
取
り

除
か
れ
る
と
、
既
に
完
成
し
て
い
る
同

支
店
南
側
と
合
わ
せ
、
壬
生
大
通
り

（
通
称
こ
闇
学
通
り
）
全
線
が
地
中
化

人
に
や
さ
し
い
、
街
路
灯
が
似
合
う
蘭
学
通
り

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
壬
生
大
通
り
は
、
幕
末
・
維
新
当
時
、

斉
藤
玄
昌
や
五
十
嵐
順
知
を
は
じ
め
と

し
た
、
多
く
の
蘭
方
医
た
ち
が
活
躍
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
『
蘭
学
通
り
』
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
雰
囲
気

を
か
も
し
出
す
た
め
、
電
線
類
の
地
中

化
工
事
が
実
施
さ
れ
、
「
蘭
学
通
り
」

に
ふ
さ
わ
し
い
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

　
電
線
類
が
地
中
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
歩
道
の
拡
幅
及
び
歩
道
と
車
道
の

段
差
の
解
消
が
図
ら
れ
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
、
障
害
者
に
や
さ
し
い
道
路

Ｊ

－

£⊃ｺ'E

地
中
化
前
の
蘭
学
通
り

一心

空
開
か
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
県
で
は

今
後
も
、
電
縁
類
の
地
中
化
の
推
進
を

図
る
計
画
で
、
県
道
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち

停
車
場
縁
（
駅
西
口
）
の
整
備
を
今
後

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
「
人
々
の
生
活
と
歴
史
・

文
化
が
と
け
あ
う
ま
ち
」
と
し
て
、
歴

史
的
・
文
化
的
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
図
り
、
回
遊
性
を
も
た
せ
た
道
づ
く

り
を
推
進
し
、
歴
史
的
背
景
を
感
じ
取

れ
る
道
づ
く
り
を
行
う
一
方
、
水
や
緑

を
配
置
し
潤
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
整

備
を
進
め
て
お
り
、
壬
生
の
歴
史
と
自

然
に
恵
ま
れ
た
特
性
を
生
か
し
た
、
住

民
の
誇
り
と
な
る
豊
か
で
魅
力
あ
る
道

づ
く
り
・
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

－
リ
ー

南
門
通
り

浅

-･㎜･㎜I･‾････'･皿･･-　　‾‾･‾-＝－－...一心.L.･､-ミ__I

‾－I－-･･・………………匹・………・

大
手
門
通
り

御
用
水
通
り
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商
店
街
の
活
性
化
と
電
線
類
地
中
化
を
記
念

　
『
蘭
学
通
り
祭
り
』
　
一
万
人
で
賑
わ
う
／
・

　
商
店
街
の
活
性
化
と
蘭
学
通
り
（
壬

生
大
通
り
）
の
電
線
類
の
地
中
化
を
記

念
し
、
蘭
学
通
り
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
委
員
長
・
石
川
一
郎
）
主
催
に

よ
る
、
「
蘭
学
通
り
祭
り
」
が
Ｈ
月
９

日
開
催
さ
れ
、
約
１
万
人
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
目
は
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た

蘭
学
通
り
に
、
大
手
門
や
関
所
な
ど
が

作
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
街
並
み
が
再
現

さ
れ
ま
し
た
。
初
代
藩
主
の
鳥
尽
忠
英

か
ら
1
6
代
目
に
あ
た
る
鳥
居
誠
一
郎
氏

が
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
の
開
の
声
を
挙

げ
、
武
者
行
列
が
会
場
を
練
り
歩
き
、

沿
道
か
ら
歓
声
を
浴
び
ま
し
た
。

　
蘭
学
通
り
に
は
、
食
の
コ
ー
ナ
ー

（
屋
台
村
）
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

エ
コ
フ
ェ
ア
ー
等
が
開
か
れ
る
一
方
、

大
道
芸
や
ち
ん
ど
ん
屋
、
仮
装
行
列
、

よ
さ
こ
い
ソ
土
フ
ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

武　者　行　列

会
場
は
人
だ
か
り
で
熱
気
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
々
壬
生
藩
御
典
医
と
し
て

仕
え
、
当
時
の
格
式
と
規
模
を
伝
え
る

石
崎
家
母
屋
が
一
般
開
放
さ
れ
る
と
と

も
に
、
江
戸
時
代
本
陣
（
名
主
）
と
し

て
栄
え
た
松
本
家
屋
敷
で
は
、
野
点
や

お
琴
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
和
ん
だ
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ま
つ
り
」
が
、
ふ
れ
あ
い
交

流
拠
点
と
し
て
地
域
の
絆
を
強
め
、
地

域
に
対
す
る
誇
り
・
気
運
を
盛
り
上
げ
、

過
去
・
現
在
・
未
来
の
地
域
文
化
を
発

信
し
続
け
る
、
新
し
い
「
ま
ち
づ
く
り

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
す
る
主
催
者
の
意
気
込
み
を

感
じ
た
１
日
で
し
た
。

列仮　装

-

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

寸
〈
一
犬
…
…
…
L
」

づ
護
圧
全
s
s
.
s
a
l
9
.
1
a
l
&
s
f
a
&
･

言
菅
笠
屁
ホ
陣

威勢がよい“よさこいソーラン”簸の乗リごこちはいかが！

国谷太々神楽のみなさん

フ
ァ
ー
、
手
は
き
ら
な
い
で
！

:?17IT
　
　
放
映
は
、
１
月
1
9
日
午
前
９
時
か

ら
と
ち
ぎ
情
報
局
「
お
で
か
け
一
番
」

の
番
組
の
中
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

とちぎテレビ「ナンだっけ、ソレ？」

の収録も行われました。
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冬の火災時期に向けて

壬生町消防団通常点検

　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
・
団
員

2
0
3
名
）
の
通
常
点
検
が
Ｈ
月
2
3
日
、
町

総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
の
消
防
関
係
者
や
来
賓
が
見

守
る
中
、
人
員
・
服
装
点
検
、
機
械
器

具
点
検
並
び
に
放
水
点
検
な
ど
が
、
団

長
の
指
揮
の
も
と
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、
永
年
動
読
者
や
退
団
者
、
防

火
貯
水
槽
等
土
地
提
供
者
や
消
火
協
力

者
の
方
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ
、
最

後
に
蘭
学
通
り
に
場
所
を
移
し
て
分
列

行
進
を
行
い
点
検
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
表
　
彰
　
　
（
敬
称
略
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
勤
続
章
2
5
年

　
　
　
　
第
士
分
団
長
　
関
本
和
夫

　
　
　
　
第
３
分
団
長
　
吉
岡
　
栗

○
勤
続
章
１
０
年

第
３
分
団
第
５
部
団
員
　
古
葉
清
一

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章

第
１
副
分
団
長

第
１
分
団
第
２
部
団
員

第
３
分
団
第
１
部
団
員

○
勤
続
章
５
年

第
士
分
団
第
１
部
部
長

μ777/

第
１
部
団
員

第
１
部
団
員

第
３
部
団
員

第
４
部
団
員

第
４
部
団
員

戸
崎
代
志
夫

尾
崎
長
二
郎

田
村
治
男

こ
ふ
じ

小
藤

清
水

櫛
田

高
山

橋
本

山
川

一宇正jj明卓対日
史し一宇男士じ之清

服装点検を受ける団員

　
　
　
　
第
４
部
団
員

　
　
　
　
第
５
部
団
員

第
２
分
団
第
３
部
部
長

　
″
　
第
３
部
班
長

　
　
　
　
第
３
部
団
員

第
３
分
団
第
２
部
部
長

　
″
　
第
３
部
部
長

　
″
　
第
３
部
班
長

　
″
　
第
４
部
部
長

　
″
　
第
５
部
班
長

　
　
こ
う
き

柏
崎
弘
貴

手
塚
　
茂

加
藤
敏
弘

秋
沢
康
之

山
口
英
治

粂
川
忠
則

新
里
正
和

　
　
か
ず
の
り

臼
井
一
順

清
水
正
美

粂
川

μ

第
５
部
団
員
　
櫛
田

猛豊

　
″
　
第
５
部
団
員
　
小
林
秀
男

　
″
　
第
５
部
団
員
　
井
上
淳
一

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

千
生
町
長
表
彰

○
功
績
章

第
１
副
分
団
長
　
　
　
　
戸
崎
代
志
夫

第
１
分
団
第
２
部
団
員
　
尾
崎
長
二
郎

第
３
分
団
第
１
部
団
昌
］
　
田
村
治
男

○
勤
続
章
2
5
年

　
　
　
　
第
士
分
団
長
　
関
本
和
夫

　
　
　
　
第
３
分
回
長
　
吉
岡
　
条

○
勤
終
章
１
０
年

第
３
分
団
第
５
部
団
員
　
古
葉
清
一

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表

彰
と
同
じ
）

○
優
良
部
及
び
努
力
賞
の
部

△
優
良
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

納
税
の
理
解
を
深
め
よ
う

　
　
　
優
秀
作
品
を
町
民
ホ
ー
ル
に
展
示

　　完納で　　　　’づり1’4｀t l1

111一明るい未来に

liSI

　JI°iﾌﾟえ花が咲く　ﾀﾞぐj擢

Ｇ
ａ
ｓ

最優秀賞

　　関　　沙織（壬生来小６年）瑛子（壬生中２年）

最優秀賞

　　真生田

　
町
で
は
、
「
税
を
知
る
週
間
」
（
Ｈ
月

Ｈ
目
～
1
7
目
の
一
週
間
）
に
合
わ
せ
て
、

納
税
ポ
ス
タ
ー
標
語
の
優
秀
作
品
1
2
点

を
、
役
場
住
民
課
窓
口
前
の
町
民
ホ
ー

ル
で
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
納
税
の
関
心
と
理
解
を
深

心 J

最優秀賞

　　飯田　智史（南犬飼中２年）

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
夏
休
み
期

間
中
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
家
族
み
ん

な
で
税
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
に
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
内
小
学
校
６
年

生
及
び
中
学
校
２
年
生
を
対
象
に
、
町

で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
も
総
数
7
1
1
点
の
作
品
が
応
募
さ

れ
、
最
優
秀
賞
３
点
、
優
秀
賞
９
点
及

び
佳
作
2
8
点
を
表
彰
、
そ
の
中
か
ら
優

秀
作
品
1
2
点
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

最
優
秀
賞

　
間
　
　
沙
織
（
壬
生
東
小
６
年
）

　
真
生
田
瑛
子
（
壬
生
中
２
年
）

　
飯
田
　
智
史
（
南
犬
飼
中
２
年
）

優
秀
賞

　
唐
木
田
　
茜
（
壬
生
小
６
年
）

　
檜
山
　
直
美
（
睦
小
６
年
）
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第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

△
努
力
部
∇

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
１
部

W

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
４
部

感
謝
状

○
平
成
１
３
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
安
納
正
志
　
他
4
2
名

○
防
火
貯
水
槽
土
地
提
供
者

西
高
野
地
区

国
谷
地
区

町
教
育
文
化
祭
で
功
労
者
を
表
彰

　
町
の
教
育
振
興
発
展
の
た
め
、
特
に

功
労
の
あ
っ
た
方
等
を
表
彰
す
る
壬
生

町
教
育
文
化
祭
が
、
Ｈ
月
2
0
日
町
中
央

公
民
館
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
者
約
２
０
０
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
松
本
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
教
育
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た

方
等
Ｈ
名
の
方
に
表
彰
状
が
、
本
町
を

也や一
　　郎

最
後
に
退
職
さ
れ
た
方
１
名
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
式
典
終
了
後
、
東
武
動
物
公

園
名
誉
園
長
、
西
山
登
志
雄
氏
か
ら

「
カ
バ
園
長
の
子
育
て
１
０
０
点
満
点
、

動
物
親
子
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
！
」
と

題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
（
敬
称
略
）

○
教
育
振
興
に
功
労
顕
著
で
あ
っ
た
個

　
人
　
落
合
章
男
　
壬
生
町
大
字
羽
生
田

　
　
１
。
５
７
３
　
（
壬
生
町
体
育
指
導

　
　
委
員
）

　
柴
崎
享
子
　
壬
生
町
若
草
町
３
－
９

　
　
（
壬
生
町
体
育
指
導
委
員
）

　
福
田
重
昭
　
壬
生
町
大
字
壬
生
乙

　
　
圭
。
６
４
４
－
２
　
（
壬
生
町
文
化

　
　
財
　
保
護
審
議
会
委
員
）

　
藤
井
一
正
　
壬
生
町
本
丸
２
－
1
4
－

　
　
2
6
（
壬
生
町
体
育
指
導
委
員
）

　
　
　
　
北
小
林
地
区
　
森
田
　
直

○
消
防
セ
ン
タ
ー
土
地
協
力
者

　
助
谷
地
区
（
３
－
４
）
　
粂
川
利
三

○
消
火
協
力
者
あ
け
ぼ
の
地
内

至
宝
町
地
内

七
ツ
石
地
内

上
稲
葉
地
内

大
久
保
義
則

石
村
武
男

関
口
　
剛

神
水
満
子

Ｏ
町
内
2
0
年
以
上
勤
続
教
育
関
係
職
員

　
浪
漫
容
子
　
壬
生
町
大
字
壬
生
丁
7
2
－

　
　
Ｈ
（
壬
生
町
立
安
塚
小
学
校
）

　
戸
田
光
枝
　
壬
生
町
本
丸
２
－
７
－

　
　
７
（
壬
生
町
立
安
塚
小
学
校
）

　
渡
漫
美
智
子
　
宇
都
宮
市
東
原
町
1
7
Ｉ

　
　
Ｈ
（
壬
生
町
立
安
塚
小
学
校
）

　
篠
原
享
子
　
壬
生
町
大
字
壬
生
乙
7
8
9
－

　
　
Ｉ
（
壬
生
町
立
安
塚
小
学
校
）

○
町
内
2
0
年
以
上
勤
続
学
校
医

　
安
楽
之
孝
　
壬
生
町
幸
町
２
－
Ｈ
－

　
　
２
（
壬
生
町
立
壬
生
中
学
校
）

　
東
海
林
正
書
一
　
壬
生
町
あ
け
ぼ
の
町

　
　
５
－
1
0
（
壬
生
町
立
壬
生
北
小
学

　
　
校
）

○
町
内
2
0
年
以
上
勤
続
学
校
歯
科
医

　
福
田
貞
男
　
壬
生
町
緑
町
１
－
１
－

　
　
１
足
生
町
立
安
塚
小
学
校
・
南

　
　
犬
飼
中
学
校
）

○
本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員

　
高
岩
誠
二
　
栃
木
市
箱
森
町
4
8
－
5
0

　
　
（
壬
生
町
立
壬
生
中
学
校
）

-

　
都
富
　
健
太
（
羽
生
田
小
６
年
）

　
吉
田
冬
志
樹
（
羽
生
田
小
６
年
）

　
松
本
　
悠
里
（
安
塚
小
６
年
）

　
石
村
由
加
里
（
壬
生
中
２
年
）

　
渡
遜
　
増
美
（
壬
生
中
２
年
）

　
根
暗
　
　
縁
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
松
本
　
　
茜
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
等
で
募
集
さ
れ

ま
し
た
中
学
生
の
標
語
は
、
町
内
か
ら

6
9
7
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀
作
品

６
点
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
、
同
じ
く
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
税
務
署
長
賞

　
梅
山
　
哲
弥
（
壬
生
中
２
年
）

　
標
語
「
税
金
は
　
住
み
よ
い
社
会
に

　
生
か
さ
れ
る
」

　
猪
原
　
由
紀
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
標
語
「
た
く
し
ま
す
　
夢
と
希
望
を

　
税
金
に
」

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

　
高
松
　
め
い
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
標
語
「
高
め
よ
う
　
社
会
意
識
を

　
納
税
で
」

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

　
小
室
亜
理
砂
（
南
犬
飼
中
１
年
）

　
標
語
「
た
く
そ
う
よ
　
地
球
の
未
来

　
を
　
納
税
で
」

壬
生
町
長
賞

　
大
橋
亜
由
美
（
壬
生
中
３
年
）

　
標
語
「
税
が
生
き
　
税
を
生
か
す

　
住
み
よ
い
社
会
」

　
大
垣
智
斐
呂
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
標
語
「
税
金
は
　
み
ん
な
を
支
え
る

　
大
き
な
力
」

暮
ら
し
と
税

マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
時

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
等
を

利
用
し
た
時
に
は
、
一
定
の
要
件
に
あ

て
は
ま
れ
ば
居
住
の
用
に
供
し
た
年
か

ら
十
年
間
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
控

除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
給
与
所
得
者
は
二

年
目
以
降
、
年
末
調
整
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

パ
ー
ト
と
税

　
パ
ー
ト
収
入
は
給
与
所
得
で
す
。
諜

税
さ
れ
る
所
得
は
、
パ
ー
ト
収
入
か
ら

給
与
所
得
控
除
額
（
最
高
6
5
万
円
）
と

基
礎
控
除
（
3
8
万
円
）
な
ど
の
所
得
控

除
を
差
し
引
い
た
残
額
で
す
。
配
偶
者

に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合
、
配
偶
者

控
除
と
配
偶
者
特
別
控
除
に
影
響
が
で

ま
す
。
妻
の
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３
万

円
ま
で
で
あ
れ
ば
配
偶
者
控
除
（
3
8
万

円
）
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
配
偶
者
特
別

控
除
は
妻
の
所
得
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ

ま
す
が
鏝
高
額
は
3
8
万
円
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
栃
木
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門
へ
　
酋
2
2
－
１
７
１
６
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まちのわだい

新たに６名加わった

　　　　　認定農業者
　
現
在
ま
で
に
8
0
名
認
定
を
受
け
て
い

る
認
定
農
業
者
制
度
に
、
新
た
に
６
名

が
新
規
認
定
さ
れ
、
1
0
月
3
0
日
役
場
会

議
室
に
於
い
て
認
定
書
授
与
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
認
定
農
業
省
制
度
と
は
、
農
業
者
自

ら
が
、
農
業
経
営
の
改
善
を
進
め
る
た

め
「
農
業
経
営
改
善
計
画
」
を
作
成
し
、

そ
の
改
善
計
画
書
の
認
定
を
受
け
た
人

達
を
町
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
（
敬
称
賠
）

落

合＿

孝

男‾

　内

羽は

生目

田標

＿と

水す

稲る

　｀営

二農

ラ類

W Tltrr

飯
沼
義
一
　
上
稲
葉
　
（
苗
、
水
稲
）

飯
沼
諭
志
　
上
稲
葉
　
　
（
苗
、
水
稲
）

粂
川
憲
彦
　
助
　
谷

　
　
　
（
苗
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・
水
稲
）

田
村
正
男
　
下
稲
葉
　
（
毎
、
米
麦
）

梁
島
政
男
　
下
稲
葉
　
（
苛
、
米
麦
）

左より粂川憲彦、鯉沼諭志、落合会長、神永助役

鯉沼義一、落合孝男（敬称賂）

壬生産米コシヒカリ

　学校給食でスタート
米
飯
給
食
、
残
さ
ず
食
べ
よ
う

　
町
が
進
め
る
「
地
産
地
消
」

の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
小
中

学
校
の
学
校
給
食
に
壬
生
産
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
米
飯
給

食
が
Ｈ
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
良
質
な
壬
生
産

米
を
子
供
た
ち
に
も
っ
と
た
く

さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
壬
生
産
の
米
を
使
っ

た
給
食
で
は
篠
原
教
育
長
も
一

緒
に
味
わ
い
、
子
供
だ
ち
か
ら

は
壬
生
の
米
も
お
い
し
い
と
言

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

壬生町消費者友の会

　設立25周年記念研修会開く
　
去
る
Ｈ
月
７
日
、
睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
壬
生
町
消
費
者
友

の
会
（
栗
原
芳
子
会
長
）
設
立
2
5
周
年

を
記
念
し
て
、
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
　
研
修
会
で
は
、
「
食
品
の
表
示
」
を

テ
ー
マ
に
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
講

師
よ
り
品
質
の
表
示
、
生
鮮
食
品
（
名

称
、
原
産
地
）
　
・
加
工
食
品
（
名
称
、

原
材
料
、
賞
味
期
限
等
）
の
表
示
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
消
費
生

活
の
疑
問
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
で
は
、
設
立
2
5
周
年
を
迎
え
多
様

化
す
る
消
費
問
題
に
対
応
で
き
る
様
に

今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

・要望

農業施策等について

　農業委員会が建議

あ
い
さ
つ
を
す
る
栗
原
会
長

l･－iQij
-i｡温

篠原会長から町長に要望書を提出

　
町
農
業
委
員
会
（
篠
原
審
太
郎
会

長
）
で
は
、
今
後
の
農
業
施
策
や
予

算
に
つ
い
て
の
建
議
・
要
望
書
を
、

Ｈ
月
2
1
日
町
長
室
を
訪
れ
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
今
回
1
0
項
目
の

建
議
・
要
望
を
提
出
し
て
お
り
、
地

域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
地
域
の

支
援
や
、
地
元
農
産
物
を
学
校
給
食

に
取
り
入
れ
る
事
項
、
「
道
の
駅
」

の
設
置
、
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
、

女
性
農
業
者
の
社
会
参
画
、
河
川
や

遊
休
農
地
へ
の
不
法
投
棄
に
対
す
る

罰
則
の
条
例
化
、
公
共
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
の
計
画
的
な
推
進
、
Ｕ

タ
ー
ン
就
長
者
や
新
規
参
入
者
に
対

す
る
情
報
提
供
の
強
化
や
相
談
窓
口

の
開
設
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、
農
業
用
機
械

や
施
設
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
処
理
、

農
地
流
動
化
な
ど
に
対
す
る
補
助
金

継
続
な
ど
も
も
り
入
れ
て
い
ま
す
。

24



藤井農産物直売所が優秀賞

--

町長室を訪れ優秀賞を報告

　
1
0
月
2
5
口
吻
か
ら
2
7
口
㈱
の
３
口
聞
、
宇

都
宮
市
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
ふ
る
さ

と
栃
木
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
栃
木
県
内
の
特
産
品
を
一
堂

に
集
め
展
示
・
販
売
す
る
ほ
か
、
食
と
農
に

W ’

関
す
る
情
報
を
広
く
県
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
壬
生
町
の
藤
井
農
産
物

直
売
所
が
出
店
し
、
ふ
る
さ
と
直
売
所
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
審
査
委
員
会
の
審
査
と
来
　
‘

場
者
の
人
気
投
票
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
。

審
査
は
、
接
客
態
度
、
販
売
品
の
内
容
、
店

づ
く
り
が
審
査
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
直
売
所
は
、
町
運
動
場
近
く
の
栃
木
街
道

沿
い
に
常
設
店
舗
に
て
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
定
休
日
は
、

月
曜
日
と
木
曜
日
で
す
。
ぜ
ひ
来
店
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
前
会
長
神
長
氏
が

　
　
農
地
利
用
集
積
功
績
者
で
表
彰

教育会館にて喜びの神長氏

　
日
月
Ｈ
目
、
栃
木
県
教
育
会
館
に

お
い
て
、
平
成
1
4
年
度
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
席
上
で
神
長
信
雄
前
農
業
委
員
会

会
長
が
農
地
利
用
集
積
功
績
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
神
長
さ
ん
の
活
動
の
、

過
去
３
年
間
に
お
け
る
農
地
の
貸
し

借
り
等
の
掘
り
起
こ
し
面
積
及
び
掘

り
起
こ
し
件
数
や
、
農
地
流
動
化
推

進
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
た
こ
と

が
、
他
の
推
進
員
の
模
範
に
な
る
と

認
め
ら
れ
た
た
め
で
す
。

　レクリエーションフェスティバル

　　　　　　　in下都賀

　10月27日(日)小山市においてレクリエーションフェスティ

バルin下都賀が盛大に開催され、ニュースポーツ６種目に下

都賀地区から約1､100名が参加して交流を深めました。

〈本町関係入賞者〉(敬称賂)

｀~-゛

　
　
第
1
8
回
壬
生
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
‥
目
／
３
、
1
1
／
４
　
壬
生
中
学
校
体
育
館
　
町
総
合
運
動
場
体
育
館

南
犬
飼
中
学
校
体
育
館
　
男
子
の
部
2
9
チ
ー
ム
　
女
子
の
部
６
チ
ー
ム
）

体協バスケットボール部（壬生）

偽男塾（小山）

ＢＭＧ（壬生）

Ｔｅａｍ　Ｈ（改）（宇都宮）

成績

男子の部

　優　勝

　準優勝

　第３位

上原　節千

万町倖クラブＣ

ストロベリー

グラウンドゴルフ女子西コース　優　勝

ペタンクＢブロック　　　　準優勝

ソフトバレーボール女子の部　第３位

第
５

テンチョウ（藤原）

ＢＭＧガールズ（宇都宮）

ＡＱＵＡ（鹿沼）

女子の部

　優勝

　準優勝

　第３位

小
・
中
学
生
柔
道
大
会

（
‥
目
／

1
7
　
町
総
合
運
動
場
武
道
館
）

村井さん、中川さん

　　　　　(左から)

優勝した奥村さん、

成
績
（
敬
称
賠
）

小
学
２
年
生
以
下
の
部

優
　
勝
　
中
川
翔
太
（
安
塚
小
）

準
優
勝
　
奥
村
フ
ァ
ビ
ア
ン
（
安
塚
小
）

小
学
４
年
生
以
下
の
部

優小準優
優
勝勝

学
生
の

村
井
裕
二
　
（
壬
生
東
小
）

部林

貴
章
（
壬
生
小
）

勝
　
奥
村
ハ
ン
セ
ン
（
安
塚
小
）

準
優
勝
　
鈴
本
人
輝
（
稲
葉
小
）
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４

∩全

藤井小５年

　阿久津昇治

｢ぼくの誕生日｣

藤井小２年

　　篠原麻佑

自
一
一
一
一
一
一
劃
一

@
Ｅ
民
年
金
だ
か
ら
で
き
る
こ
4
j
¥
4
’

　
私
た
ち
の
老
後
の
生
活
を
支
え
る
大

き
な
柱
で
あ
る
国
民
年
金
。

　
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
に
は
、

個
人
年
金
や
貯
蓄
に
は
な
い
公
的
年
金

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
賃
金
や
物
価
の
上
昇
に
あ

わ
せ
て
年
金
額
が
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ

と
、
ど
ん
な
に
長
生
き
し
て
も
終
身
に

わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
。
万
一
の

場
合
の
た
め
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
が

あ
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
将
来
の
経
済
社
会
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
ろ
う
と
も
、
そ
の
社

会
で
そ
れ
ま
で
の
生
活
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
暮
ら
し
が
で
き
る
年
金
額
が
約

束
で
き
る
の
は
、
公
的
年
金
が
、
社
会

全
体
で
老
後
の
生
活
を
支
え
あ
う
、

「
世
代
間
扶
養
」
の
仕
組
み
で
あ
る
か

ら
で
す
。

　
公
的
年
金
は
こ
う
し
た
役
割
が
あ
る－心／

０で

／Ｘぴg3'5ら｀i゛･

　－　　　･･
　　･○　｀

　　　？　･がl

翁
一
’
ｏ

…
…
…
…
…
工

・
”
‘

　
。
。
…
…
…
ｙ
…
…
、
一
才

｢にじいろのせんのくに｣

こ
と
か
ら
、
基
礎
年
金
の
給
付
や
事
務

の
費
用
に
は
国
庫
負
担
が
入
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
全
額
が

税
法
上
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
、
実
質
的
な
減
税
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
年
金
や
貯
蓄

は
、
個
人
個
人
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

あ
わ
せ
て
多
様
な
老
後
生
活
を
送
る
た

め
に
、
公
的
年
金
を
袖
う
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
踏
ま

え
て
、
公
的
年
金
を
土
台
と
し
て
、
個

人
年
金
や
貯
蓄
を
組
み
合
わ
せ
て
、
老

後
の
収
入
の
催
保
に
そ
な
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

。
｛
゛
　
　
　
　
寄
　
付
　
　
　
　
｝

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

蘭
学
通
り
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
様

①
　
　
　
　
　
　
　
　
８
千
２
０
０
円

㈲
渡
辺
寝
装
様
訪
　
　
　
　
　
３
千
円

匿
名
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

壬
生
町
青
少
年
育
成
指
導
貝
合
様
①

　
　
　
　
　
　
　
３
万
９
千
１
８
２
円

役
場
有
志
仮
装
行
列
出
場
者
一
同
様
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
千
４
４
９
円

東
武
ガ
ス
㈱
壬
生
営
業
所
様
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
８
９
１
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑤
　
　
３
千
円

墨
絵
ク
ラ
ブ
採
訪
　
　
　
　
　
１
万
円

ダ
ン
ス
木
曜
会
様
⑩
　
　
　
　
６
千
円

壬
生
町
歌
謡
会
様
訪
　
２
万
３
１
１
円

健
康
ふ
く
し
ま
つ
リ
収
益
金
よ
り

壬
生
町
陶
芸
ク
ラ
ブ
様
訪
　
　
１
万
円

塵
ｔ
優
本
店
様
⑥
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
女
性
会
様
訪
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
ひ
ま
わ
り
会
様
訪
　
　
３
千
円

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
盆
栽

部
様
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
千
円

窓
犬
飼
地
区
配
食
サ
し
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

様
訪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
様

訪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
民
生
委
員
協
議
会
様
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
５
千
６
２
円

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
刃
物

研
一
同
様
⑥

２
千
３
３
０
円
　
2
6

壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
６
８
８
円

壬
生
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
様
⑥
　
　
１
万
円

◆
町
へ

　
日
月
７
日
、
星
の
宮
カ
ン
ト
？
・
‐
倶

楽
部
水
谷
支
配
人
ら
が
役
場
を
訪
れ
、

町
の
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
1
0
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
星
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・

星
の
宮
Ｃ
Ｃ
友
の
会
・
星
の
宮
会
・
ご

来
傷
者
有
志
の
会
の
皆
様
の
ご
厚
意
に

よ
る
も
の
で
す
。

１
月
の
納
税
等

●
町
県
民
税
（
４
期
）

　
　
　
納
期
限
　
１
月
3
1
日

ます100％両生紙を使用してい古紙配合率
凪100
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